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～一人ひとりが認め合い、私たちらしく暮らせるあったかなまち～
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複合的な課題にも、関係機関や地域の連携で切れ目のない支援体制を目指す

重層的支援体制整備事業の実施に向けた検討を進めています

令和４年度　社協会費受付状況（令和４年１０月２０日現在）

那珂市社会福祉協議会会費のご協力ありがとうございます
　みなさまからお寄せいただきました会費は、社協活動の貴重な財源として地域福祉活動推進のため、
大切に活用させていただきます。
　今後とも、会費の趣旨をご理解いただき、社協活動にご支援とご協力をお願い申し上げます。

　地域共生社会の実現を目指すための体制整備事業として『重層的支援体制整備事業』が創設（令和
３年４月１日）されました。
　重層的支援体制整備事業は、市町村において、既存の相談支援や地域づくり支援の取り組みを活かし、
子ども・障がい・高齢・生活困窮といった分野別の支援体制では対応しきれないような“地域住民の
複雑化・複合化した支援ニーズ”に対応する包括的な支援体制を構築するため、「相談支援」「参加支援」

「地域づくりに向けた支援」を一体的に実施するものです。
　那珂市社協では、これまでのノウハウを活かしながら、これら「３つの支援」を積極的に推進して
参ります。

　相談支援は、「包括的相談支援機能※ 1」が
さまざまな相談を一度受け止め、複合的な課

題には「多機関が協働※ 2」して課題解決を進めます。複合的な課
題を抱えたかたにとって、１つの窓口に相談することで、連携した
支援が受けられるようになります。
※ 1 包括的相談支援機能：ふくし相談センター、地域包括支援センター、障害者基幹相談支援センター、子育て世代包括支
援センターのことを指します。
※ 2 多機関協働：那珂市においては、ふくし相談センターが多機関協働の取り組みの中心になっています。

　参加支援は、令和５年度から新規に開始
する取り組みです。支援の対象者が、単に

支援を受けるだけでなく、社会の一員として、さまざまな活動に
参加できるよう支援を行う取り組みです。
　制度では対応出来ない、狭間のニーズなどに対して、就労の支
援や、居場所づくり、地域活動への参加支援などを行います。

　地域づくりに向けた支援は、これまで実施してきた事業※ 3 に、社
協の取り組んできた福祉の地域づくり活動などを含めて令和５年度
から新規に開始する取り組みです。
　世代や属性を超えて交流できる機会や居場所の確保、福祉だけで
はない多様なプラットフォームの形成や、交流・参加・学びのコーディネートを行います。
※ 3 これまで実施してきた事業：地域活動支援センター、地域子育て支援センター、生活支援体制整備事業などのことを指
します。

　菅谷地区一般会費に追加がございまし
た。菅谷地区合計 １，４２８，１００円と
なりました。

法人会費（一口１０，０００円）
（株）エレニックス（額田）　（株）１ＵＰ（菅谷）
（有）大森茶寮（菅谷）　　　（株）巽運輸（木崎）

相談支援

参加支援

地域づくりに向けた支援



3
「那珂市のふくし」の一部には、赤い羽根共同募金の配分金が使われています。

茨城県社会福祉大会表彰者のご報告
　１０月１９日、ザ・ヒロサワ・シティ会館において「第７２回茨城県社会福祉大会」が行われました。
那珂市からは、社会福祉に功績のあった次のかたがたが表彰されましたのでご報告いたします。

茨城県知事表彰（敬称略）
○多年にわたり社会福祉関係の職にあり地域福祉
増進に貢献されたかた
・三村 　文彦（養護老人ホームナザレ園）
・菅谷 　耕作（若草園）
・小野瀬 英子（ゆたか園）
・遅塚 　潤美（ゆたか園）
・猿田 　道代（ゆたか園）
・高塚 いずみ（菅谷保育所）
・丹能 　裕一（菅谷保育所）
・木内 　玲子（西木倉）
・安田 　恭子（中台）

茨城県社会福祉協議会長表彰（敬称略）
○多年にわたり社会福祉関係の職にあり地域福祉
増進に貢献されたかた
・大和田 　優（菅谷）
・川村　 礼子（菅谷）
・綿引　 菊江（飯田）
・小澤 ますみ（鴻巣）
・加藤 智惠子（額田北郷）
・工藤　 　晋（盲老人ホームナザレ園）
・大橋　 達也（若草園）
・細谷　 有美（ゆたか園）

　那珂市社協では、令和５年２月 22 日（水）に那珂市社会福祉大会を開催予定です。詳細につきましては、
ホームページなどで決まり次第追ってお知らせいたします。

　今年も１０月１日から全国一斉に「赤い羽根共同募金運動」が始まりました。那珂市共同募金委員
会では、市内スーパーなど各店舗にご協力いただき街頭募金を実施しました。今年度も新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため、規模を縮小し職員のみの参加となりました。録音した音声を流しなが
らの活動となりましたが、買い物に訪れた多くのみなさまから温かい募金をお寄せいただき、誠にあ
りがとうございました。
　お寄せいただいた募金は、コロナ禍における地域のつながりづくりの支援や福祉教育の推進、被災
地支援など、多くの地域福祉活動に役立てられます。
　今後とも、みなさまの温かいご支援ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

 街頭募金の様子 共同募金運動にご協力いただいた店舗など
直売所とんがりはっと、イオン那珂町店、

（株）カスミ瓜連店、（株）カスミ那珂店、
（株）かわねや菅谷店、（株）スーパーヒ
ロセヤ、FOOD OFF ストッカーサンモ
リノ那珂店、（株）マルト SC 那珂店、菅
☆まち☆カフェ、瓜連ふれあい祭、五台
ふれあい祭り

10月1日（土）〜12月31日（土）
令和 4 年度共同募金運動を実施しています
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　虐待やその疑いに気づいた住民の相談・通報窓口として、市役所や警察などの関係機関と連携し
ながら対応しています。また、障がい者虐待の実態について知っていただき、未然に防ぐための啓
発活動に取り組んでいます。

◆障害者虐待防止センター
　※相談・通報者のプライバシーは守ります。匿名の電話でも結構です。
　住所：那珂市菅谷３１９８市総合保健福祉センターひだまり内
　専用電話：２２９－０９５２（24 時間・365 日対応）

安心して暮らせるように
３ 虐待をなくす取り組み

～障がい者虐待とは？～
　守ってくれるはずの人から
このようなことをされていた
らそれは虐待かもしれません。
相談・通報をお願いします。

なぐられる・けられる
部屋に閉じ込められる

身体的虐待

無視される
暴言や罵声を
あびせられる

心理的虐待
勝手に貯金を
使われる
年金や賃金を
もらえない

経済的虐待

むりやり胸やおしりを
触られる
裸の写真を撮られる

性的虐待

食事を与えてくれない
病気なのに病院に
連れて行って
もらえない

放棄・放任

◆虐待防止研修会
　障がい者虐待の相談・通報件数は年々増加傾向にあります。厚生労働省の令和２年度のデータによると、「家族
など養護者による虐待」の相談・通報件数は 6,556 件、「施設の従事者等による虐待」の相談・通報件数は 2,865
件で、いずれも過去最多となりました。家庭や施設での虐待防止を進めるための取り組みとして、東北福祉大学准
教授の竹之内章代さんを講師に迎え、２つの障がい者虐待防止研修会を開催しました。

【民生委員・児童委員向け】障害者虐待防止センターの研修会
　民生委員・児童委員は、住民にとって最も身近な相談窓口のひとつです。家庭や地域で起きた障がい者虐待を見
逃さないようにするため、１０月４日にふれあいセンターごだいにおいて、民生委員・
児童委員を対象とした研修会を開催しました。
　竹之内さんは、虐待の定義・類型・要因といった基本的なことから解説してくださ
いました。また、虐待には通報義務があり、「虐待に気づいたり、疑いがあると思ったら、
間違っていても構わないから相談窓口へつないでください。それによって救われる人
がいます」との話がありました。参加されたかたは、障がい者虐待の実態について学
ぶとともに、気づきを行動に移すことの大切さを実感されていました。

【施設・事業者向け】地域自立支援協議会の合同研修会
　今年４月から指定障害福祉サービス事業の運営基準の改定に伴い、虐待防止に係る取り組みや虐待防止体制の整
備について強化されました。それを受け、１０月１８日に那珂市内外の施設・事業者を対象とした合同研修会を開
催しました。
　当日は新型コロナウイルス感染症対策のためオンライン研修とし、６０名の
かたが参加されました。竹之内さんがこれまでに対応された事例などを交えな
がら、障がい者虐待の実態について分かりやすくご説明いただきました。その
中で、日頃の実践の中に潜む“虐待の「芽」”の早期発見・早期対応の必要性や
組織内のチェック機能の大切さ、振り返りの重要性について再認識し、支援の
あり方について見直すきっかけとなる研修会となりました。
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　障がいのあるかたが暮らしやすい地域は、障がいのないかたにとっても暮らしやすい地域になります。
地域から差別や虐待をなくすには、それらの実態をより多くのかたに知っていただき、問題を見逃さな
い・見過ごさないようにしていく必要があります。
　今回は、那珂市社協内における相談窓口や、関係機関とともに行っている取り組みなどについてご紹
介いたします。

　障がいに関わる制度や福祉サービスに関する情報提供をしたり、施設や病院などの関係機関と連
携してご本人が安心できる環境整備などに取り組んでいます。「障がいに関することで、どこに相談
すればよいか分からない」という場合は、まずこちらまでご相談ください。

◆障害者基幹相談支援センター
　住所：那珂市瓜連３２１市役所瓜連支所分庁舎
　電話：２２９－０３０９

　障がいを理由とした差別を受けたかたやそのご家族の相談を受け付け、一緒に考え解決へのお手
伝いをしています。また、住民のみなさまに、障がいについて正しく理解していただくための啓発
活動に取り組んでいます。

◆障がい者差別解消相談室
　住所：那珂市菅谷３１９８市総合保健福祉センターひだまり内
　電話：２９８－８８８１

◆『障がい者を理解する研修会』（お知らせ）
　那珂市社協では、障がいについて理解を深めていただくための研修会を開催します。
詳細については今後、回覧・公式 LINE・Facebook などを通じてお知らせいたします。
　日時：令和 5 年２月１０日（金）１３：３０～１６：００
　会場：ふれあいセンターごだい（那珂市後台１４９１－４３）

～ご存じですか？“障害者週間”～
　毎年、１２月３日から１２月９日までの期間は障害者週間です。元々、障害者基本法において、１２
月９日が「障害者の日」として定められていたことに加え、その後の国
連総会において、１２月３日が国際障害者デーと規定されたため、平成
１６年の障害者基本法改正を経て、１２月３日から１２月９日の期間が
障害者週間となりました。
　障害者週間の目的は、国民が広く障がい者福祉についての理解し関心
を深めることと、障がいのあるかたの社会参加を促進することです。そ
のため、障害者週間の期間中は、障がいをテーマとした研修会や、スポー
ツ・文化・芸術など多分野でのイベントが全国的に展開されています。

障がいのあるかたが地域で
誰もが暮らしやすい地域に向けて

１ 暮らしの安心のための取り組み

２ 差別をなくす取り組み
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※１・２・３については、新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止になる可能性があります。
　お手数でも事前にお問い合わせいただけますようお願い申し上げます。

ふくし相談センター
　ご本人やご家族、地域などのことで「どこに
相談したらよいのかわからない」と思ったら、
お気軽にご相談ください。専門の相談員が、一
緒に考えながら解決へのお手伝いをします。
●場　　所　市総合保健福祉センターひだまり
　　　　　　　菅谷分室
●受付時間　午前８時３０分から午後５時１５分
●受付方法　電話、FAX、面談（訪問も可）、メール
●問い合わせ　社会福祉協議会 菅谷分室
　　　　　　２９８－８８８１ FAX２９８－８８９０
　　　　　　Email f-soudan@naka-shakyo.net

障がい者の暮らしの相談 ※１
障がい者の日常生活の相談に 
応じます（要予約）
　家族関係・人間関係の悩み、生活の工夫、困
りごとに、相談員（障がい当事者及び当事者の
親）が、相談に応じます。
●問い合わせ　障がい・介護支援グループ
　　　　　　２２９－０３０９　ＦＡＸ２９６－１００２

那珂市おもちゃ病院
大切なおもちゃ直します ※３

　那珂市おもちゃ病院では、ボランティア活動
としてお子様のおもちゃを無料で修理していま
す。修理の受付は活動日のみです。（※ゲーム
機やアンティークおもちゃなど修理を受付でき
ないものがあります）
●活動予定日　 １月１２日・２６日
　　　　　　　 ２月 ９日・１６日
　　　　　　　 ３月 ９日・２３日
　　　　　　　 （午後１時３０分から午後３時３０分）
●会　　　場　 総合保健福祉センター
　　　　　　　 ひだまり
●問い合わせ　 社会福祉協議会 菅谷分室
　　　　　　　 ２９８－８８８１

あがっぺほっとサロン ※２
　こどもの不登校やひきこもりで悩むご家族へ悩み
を置いていける場所・・・あがっぺほっとサロン 

「ずっと仕事をしていない（学校へ行っていない）」 
「家からほとんど出ない」など、同じ悩みや子育て 
経験があるかた同士でちょっと話してみませんか 

（聞くだけでも OK です）
●日　　時　原則毎月第２火曜日
　　　　　　午前１０時３０から午後０時
　　　　　　途中入退室可
●場　　所　瓜連キリストの教会内あがっぺカフェ
　　　　　　（瓜連５７３－１）
●参加方法　申込不要 参加費無料
　　　　　　飲み物代ひとり２００円～
●問い合わせ　社会福祉協議会 菅谷分室
　　　　　　２９８－８８８１

「那珂市のふくし」への
有料広告掲載事業所を募集します
【広告の規格】
①半枠　縦4.5cm×横8.8cm
②全枠　縦4.5cm×横17.6cm

【広告掲載料】
①半枠　10,000 円（1回）
②全枠　20,000 円（1回）

※ 紙表裏、表はジーペ告広るす載掲 
　詳しくはお問い合わせください。（

※掲載する広告ページは表、裏表紙を除くページになります。（2色刷り）
　詳しくは社会福祉協議会までお問い合わせください。（２２９－０３０９）

十人十色の個性とペースでやってみよう
障がい・介護サービス

株式会社 １ｕｐ
生活介護・就労支援・放課後デイ・障害者相談支援・短期入所・居宅介護支援
訪問看護ステーション・ヘルパーステーション・グループホーム

那珂市菅谷８６８－３　☎０２９－２１２－４３００

相 談

案 内

相 談

案 内

information社協インフォメーション
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見まもりの例

「暮らしのあんしん」へ
あなたのあなたの

「気になる?　　　」が
「暮らしのあんしん」へ「気になる?　　　」が

回覧板を回すときに
一声かける

ゴミ出しのときに
あいさつ 郵便物や新聞の様子 カーテンや雨戸の

開け閉めなど

善意銀行からのご報告 令和４年８月２４日から令和４年１１月２２日現在

　　　　　預託者（敬称略）　　　　　　　　　　　　　　　　金額（円）

　　　　　指定先　那珂市社会福祉協議会

　　　　　三菱マテリアル（株）、三菱原子燃料（株）	 10,000
　　　　　切手テレカボランティアポピー	 33,898
　　　　　野木利三郎	 30,000
　　　　　匿名	 10,000
　　　　　匿名	 10,306

　　　　●書き損じハガキ・切手・テレカ（届け先 切手・テレカボランティアポピー）
　　　　　（株）オスク、（有）ホークス、美山自動車工場、石田志乃
　　　　　横須賀幸子・冨張澪子、司法書士 梶康雄事務所
　　　　　小圷幸子、髙橋正夫、小池三男、特別養護老人ホームゆたか園
　　　　　（宗）生長の家 茨城県教化部、大場延代、（株）1up、匿名13件
　　　　●おしりふき布（届け先 市内施設・利用者等）
　　　　　野木利三郎、横須賀幸子・冨張澪子、小池三男、青葉グループ
　　　　　山中澄子、那珂市更生保護女性会、匿名５件
　　　　●タオル・手ぬぐい・ぞうきん等（届け先 市内施設）
　　　　　野木利三郎、菅原久美子、菅谷第二高砂会、山中澄子
　　　　　那珂市更生保護女性会、匿名７件
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　那珂市社協は、所得税額から一定の金額を控除できる税額控除対象法人です。社会福祉協議会に寄付された個人のかたは、
税制上の優遇措置が受けられます。

　あん・しん・ねっと事業は、普段のおつきあいから高齢者などの暮らしを地域で見守る事業
です。普段の様子を知っているからこそ、変化にいち早く気づき、暮らしの安心を守ることに
つながります。
　ひとり暮らし高齢者などの安心のため、ご近所のかたの見まもりにご協力をお願いいたします。

問い合わせ：総務・地域福祉グループ ２２９－０３０９
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社会福祉法人那珂市社会福祉協議会　　住所 〒 319-2102 茨城県那珂市瓜連 321 番地
TEL 029-229-0309　　FAX 029-296-1002
HP http://www.naka-shakyo.net　E-mail  shakyo@naka-shakyo.net facebook.com/nakashakyo
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～あったかはあとをみんなの手で～

はじめてみませんか？「ふれあいいきいきサロン」
　ふれあいいきいきサロンは、高齢のかたや
子育て中の親子が身近な場所（公民館やコ

ミュニティーセンターなど）に集まり、一緒に身体を動かしたり、
お茶会をしたりしながら楽しく仲間づくりの輪を広げる活動です。
現在、市内サロンは４８カ所ありますが、コロナ禍においても、
各自が感染対策に配慮しながら楽しく活動しています。
　誰かと一緒に「おしゃべりしたい・身体を動かしたい、新たに活動を始めたい」と考え
ているかた、見学してみたいかたはお気軽に那珂市社協までご連絡ください。
●問い合わせ 総務・地域福祉グループ ２２９－０３０９

　那珂市社協では、令和４年１０月から『那珂市社協 』
による情報配信をスタートしました。
　社協のイベント情報はもちろんのこと、広報紙などに掲載される情報も 
いち早く確認することができます。ぜひ、友達登録をよろしくお願いいたし
ます。

【登録手順】
１ 右側の QR コードにカメラアプリをかざし、LINE にて友達登録
２ 登録完了メッセージが届きます（登録後は、随時情報が届きます！）

ご自宅にある食品を「きずなBOX」に寄付しませんか？

【ＬＩＮＥによる情報配信がスタート！ぜひご登録ください！】

■きずな BOX とは
　ご家庭内にある食品を、市内３カ所に設置している「きずな BOX」に入れていただくと、福祉施設や
福祉支援団体を通じて、生活困窮者をはじめ障がい者・子どもなどの食の支援につながります。

■どんなものが対象なの？
　未開封で常温保存可能な賞味期限が
２か月以上ある食品をお預かりします。
※お米は、令和３年度収穫されたもの
までをお預かりします。
■問い合わせ
総務・地域福祉グループ
２２９－０３０９


